

















24） 『尚書』洪範「箕子乃言曰…二、 五事、一曰貌、二曰言 曰






に作るべきといい、 「不體」は裸になってシラミを取ったことを指すという。趙泓は『左傳』定公十 年「嘉事不體 何以能久。楊伯峻注「體即禮也。體與禮古本可通」を引き「不體、不遵守禮制」という。また「利、順応」という。これ 従う。
（
27） 『漢書』 地理志下 「河内本殷之舊都、 周既滅殷、 分其畿内爲三國、
詩風邶・庸・衞是也。邶、以封紂子武庚、庸 管叔尹之 衞、蔡叔尹之。以監殷民、 謂之三監。故書序曰武王崩 三監畔。周公誅之盡以其地封弟康叔、號曰孟侯、以夾輔周室。…康叔之風既歇、而紂之化猶存、 故俗剛彊、 多豪桀侵奪、 薄恩禮、 好生分。 師古曰 武庚即祿父也。 、主也。管叔蔡叔皆武王之弟 生分 謂父母在而昆弟不同財産。 」 『後漢書』郡國志一「河内郡…朝歌 紂所都居、南有牧野、北有邶國、南有寧鄕、蕩陰有羑里城 」 「激 は「歇に作るべきだろう。
〔訳〕　
江夏太守、河内郡の趙仲讓はかつて司隷の茂才に推挙され、高唐
令になった時、密かに小さな車に乗ってただちに高唐県へ行った。姓名を変えて、都亭の宿舎に十日余り泊まり、黙って市や里に入り込み、風俗を観察した。終わると亭長を呼び、新しい県令は誰で、どの官からの転任か 何時到着するか、などを問う 。亭長が「がもう吏を迎えにいかせたので、まもなく動静がわかるだろう」と答えると、 「私がまさしくその県令だ」といった。亭長は怖れ、あわてて拝謁し、終わるとすぐに県吏に を報告し その日のうちに官舎に入り それから郡府に拝謁した。数十日経つと、理由もなく県を去った。河内郡の功曹 ときは、自分が選任した吏があまり使い物 ならないと 発狂したと言って 冠 かぶらず頭をぼさぼさにして郡府の門を走り出ていった。太守 彼 かねてから名声 ったので、忍んで罪に問 なかっ 。 後大将軍梁冀の従事中郎となった。冬に役所の庭の日だまりで着物を脱いでシラミを捕り、おわると素っ裸のままごろんと横にな てい 。大将軍の夫人襄城君が 「不潔です すぐ 取 調べて下さ 」 が将軍は嘆息して「趙従事は最高 高士だか （ はできない） 」といった。他にもこのような事はいくつもあった。　
謹んで考究いたします。 『詩経』大雅仮楽に「 （成王は）道を誤ら




民所安定也。亭有樓、 從高省、 丁聲也。漢家因秦、 大率十里一亭。亭、留也。今語有亭留亭待、蓋行旅宿食之所館也。亭亦平也。民有訟諍、 吏留辯處、 勿失其正也。 」百官志五「亭有 長、 以禁盗賊。本注曰 長 主求捕盗賊、承望都尉。 」劉昭注「風俗通曰 吏舊名負弩、 改爲長、 或謂亭父。 」 安・熊前掲書は、 城市内の亭を 「都亭」といい郷村中の亭を「郷亭」という、 とする。 「第二篇第三章県」参照。 『後漢書』 皇后紀下 （何后） 李注 「凡言都亭者 並城 亭也。 」
（５）百官志五「 （郡）皆置諸曹掾史。本注曰諸曹略如公府曹、無
東西曹。有功曹史、主選署功勞。有五官掾 署功曹及諸曹事。其監屬縣、有五部督郵、曹掾一人。 」功曹は郡吏の任免、賞罰を掌握していた。安・熊前掲書「第二篇第二章郡 参照
（６）梁冀は大将軍梁商の子、安定 烏氏の人、妹二人は順帝、桓




并前所襲合三萬戸 弘農人宰宣素性佞邪、欲取媚於冀、乃上言大將軍有周公之功、今既封諸子、則其妻宜爲邑君 詔遂封冀妻孫壽爲襄城君、兼食陽翟租、歳入五千萬、加賜赤紱 比長公主。 」
（９） 『詩經』大雅假樂「不愆不忘、率由舊章。 」（














14） 『左傳』 桓公二年 「…師服曰…士有隷子弟、 庶人工商、 各有分親、
皆有等衰。是以民服事其上 而下無覬覦。 」杜注「下不冀望上位 」
（
15） 『論語』 鄕黨 「升車、 必正立執綏、 車中不内顧、 不疾言、 不親指。 」
（









19） 『左傳』 僖公二十三年 「冬懷公執狐突曰子來則免。 對曰子之能仕
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〔注〕（１）趙仲讓 不詳。（２） 『後漢書』郡國志一「河南、河内、河東 弘農 京兆、馮翊、
扶風、右司隷。 」百官志四「司隷校尉一人、比二千石。本注曰孝武帝初置、 持節、 掌察舉百官以下、 及京師近郡犯法者。元帝去節、成帝省、建武中復置 并領一州。 」百官志一劉昭注「漢官目録曰、建武十二年八月乙未詔書、三公 茂才各一人、廉吏各二人。光祿歳舉茂才四行各一人 察廉吏三人。中二千石歳察廉吏各一人、廷尉・大司農各 人。將兵將軍歳察廉吏各二人。監察御史・司隷・州牧歳舉茂才各一人。 」安作璋・熊鉄基『秦漢官制史稿』 （齊魯書社、二〇〇七年一月第二版）は 孝 が郡挙であるのに対し茂才は州挙で人数も少なく、孝廉より高く見られた、という 「第三篇第一章選官制度」参照。














好學篤行、喪母、以至孝聞。… 父の後妻 薛包を憎み、彼を分家させようとしたが、日夜号泣して家を去らなかったので杖で彼を打った。やむを得ず 家の外に小屋を建てて住み、 毎朝家に入って掃除をすると、父が怒ってまた追 払ったので、里の門のそばに小屋 建てて住み朝晩の孝行を止めなかった 父母は恥じて彼を家に戻した。父母が亡くなるとあわせて六年服喪し その後弟の子の求めを止められず財産を分与した。その様子は こ 書かれている ほぼ同じ。 「建光中 公車特徴 至 拜侍中。包性恬虚、 稱疾不起、 以死自乞。有詔賜告歸、 加禮如毛義 年八十餘以壽終。 」黄瓊列傳に太中大夫だったことが見える。
（８） 「子弟」は「弟子」の誤りであろう。（９） 『史記』袁盎鼂錯列傳「袁盎者、楚人也、字絲。 」文帝、景帝










とはできないが、その子どもたちが自分の親に仕えることができるよう東西南北 別棟にそれぞれ分かれて居住する お互い足りなことがあれば融通 合い、余裕ができれば宗家 ものにす 」 ある。これは兄弟が分家するものでないことをいう。だいたい財産を譲るというのは、相手は子や弟であるのが一般だ。子弟は お幼いので、 恩情を注ぐが、 兄に与えるというのはないだろう。戴幼起は、家を出るにしても、父母の墓の傍らに住めばよかっ 。墓域に小屋がないなら 宗家にはまだやせた耕地と廬が だろう ら そこで耕作して家族を養えば かったのだ。なぜ 官有の池田や借家にたよることがあろう。上計一行とは別に自分の車を仕立て のに、車に「汝南太守上計史戴紹車」 表示するなど、虚飾 ことは明白である。戴幼起と同時 辟召さ た薛孟嘗 、弟の子 同居していたが、弟の子 分 何度も要求するので 止めること できず仕方なく分家を承知した。欲しが 物はみな与え、自分は年寄りの奴婢をとって「こ 者は私とずっと一緒 仕事をしてきたか 、おまえには使えないだろう」と言 、 荒れた田 ぼろ家をとって「私
（七）
應劭『風俗通義』過譽篇訳注稿（下）































































































〔注〕（１）趙仲讓 不詳。（２） 『後漢書』郡國志一「河南、河内、河東 弘農 京兆、馮翊、
扶風、右司隷。 」百官志四「司隷校尉一人、比二千石。本注曰孝武帝初置、 持節、 掌察舉百官以下、 及京師近郡犯法者。元帝去節、成帝省、建武中復置 并領一州。 」百官志一劉昭注「漢官目録曰、建武十二年八月乙未詔書、三公 茂才各一人、廉吏各二人。光祿歳舉茂才四行各一人 察廉吏三人。中二千石歳察廉吏各一人、廷尉・大司農各 人。將兵將軍歳察廉吏各二人。監察御史・司隷・州牧歳舉茂才各一人。 」安作璋・熊鉄基『秦漢官制史稿』 （齊魯書社、二〇〇七年一月第二版）は 孝 が郡挙であるのに対し茂才は州挙で人数も少なく、孝廉より高く見られた、という 「第三篇第一章選官制度」参照。




期に朝廷に取り立てられた。段遼叔の長子は名を旧といい、才能や行いが愚鈍だったが、 弟の髠はすでに郷党の中で名を知られていた。五世公は広漢郡に着任すると、補佐役の主簿に言った。 「わたしは段遼叔と同 で長らく厚情を結んでいたが、残念なことに早くに亡くなった。幸 に彼の出身地であるこの郡に赴任することになったので、今年はそのよしみで子息を推挙しようと思う。もし落ち度なく何年か勤められれば、だん んとゆかりの人を推挙し目刺しが頭を並べるように官途に就かせ、つつしん 友情に違わないよう したい。 」主簿の柳は「太守様 ご友人の葬送に哀悼を尽くし祭り敬意をお示しになり、途絶えそうな家を復興させ いうことですね。しかし実は兄 旧より弟の髠 ほうが優れております。ですから、 髠のほうに恩をお授け なるのが ろしいで ょう」 と答え 。五世公はすると厳しい声で「男がこうして太守となっ 、子どもや娘でも推挙したいと思ってい のに、優劣 ことなど構わない。兄を捨てて弟を用い など たら、ことさらに段家に面倒 起こすことになる。そんなことになればせっかく 巡り合わせがあだになってしまう」といい、結局兄の旧を推挙した。五世公 南陽郡 転任した。南陽郡出身の東萊太守 蔡伯起と同期だったので、 の子息を推挙しようとした 伯起は自分から、長子の瓚はまだしっかりしていないが、弟の琰のほうは幸い官吏 してやっていけるま に成長しているからと頼んだ。そこでこの年は弟 推挙 明年 兄瓚を推挙した。瓚は十四歳になってもまだ大勢の中に出 ことができず、いつも病気を口実に門下 書生を代理にやって交際させていたのであった。十八歳になって初め 能治劇の科に取り立てられ、江夏郡平春長に任命された。ところが「臣は 弱冠二十歳になったばかり 、一県を治める任 は堪えられません。どう 宿衛
の官にしていただくようお願いいたします」 と上書した。尚書は 「年齢をかさ上げして能治劇の科に選挙されておきながら、いざ劇県の長に任命されると年齢をさげて任を避けようとした」 弾劾 、瓚を免官するよう要請 た。詔書が下されて南陽郡武当県の左尉に左遷されたところ、たまたま車騎将軍 馮緄が武陵蛮夷の鎮圧に南征してきた。馮緄は蔡伯起と同時に公府に辟召された縁で、瓚を自分の部下の曲軍候にした。瓚はその後家に帰り無官で たが、軍功により汝南郡の新陽 なり 最後の官は下邳国 相 までなった。　
謹んで考究いたします。古は孝廉推挙の制度はなく、ただ諸侯が
天子に士を献上する貢士の制があるのみだっ 恩義により貢士するなどということは、経伝に根拠はない。 『春秋』では諸侯が朝見に参集し、 （諸侯が帯同した）大夫たちもそれに列席する幸いに預かった。 （そこで交際 生じた。 ） 『礼記』 （じつは『左伝』 ） 「大夫は死去して三月経てから葬り 国外の同位の大夫が皆弔問 訪れる」とある。 「友人の葬送に哀悼を尽くす」 いうのは、亡き友人の子弟を寵愛して抜擢すること 言うのではない。魯 大夫郈成叔は晋に使いする途中衛に立ち寄り、衛の大夫右宰穀 招かれて酒宴を開いてもてなしてもらったが、音楽が演奏されても右宰穀は楽しまなかった。酒宴がたけなわと る 、右宰穀 郈成叔 璧を贈った。 （郈成叔は晋から帰る途中、右宰穀が衛の内乱に巻き込まれて死んだこと 聞 た。 璧を自分 寄せた右宰穀 心情をくみ取って）郈成叔は彼の妻子を引き取り、 の家の隣に住まわせ、自分の禄を分けて養い、その子が成長する 璧を返し 。孔子は ことを聞くと、 「 （君亡きあと）代理で政事 担当し、 幼少の君をまかされ、国家の大事に臨んで節操 持ち続け こ のできる人物だ」と称えた。お互い 信頼し支える いう義 、この二人のこ のなか 具
（五）
應劭『風俗通義』過譽篇訳注稿（下）












































起同辟有薛孟嘗」とある。薛孟嘗は「 （安帝）建光中（一二一） 、公車特徴、至、拜侍中。 」注（７）参照。
 
（２） 『後漢書』肅宗孝章帝紀「元和元（八四）年二月甲戌、詔曰
…其令郡國募人無田欲徙它界就肥饒者、恣聽之。到在所、賜給公田、爲雇耕傭、賃種餉、貰與田器、勿收租五歳、除筭三年。其後欲還本郷者、勿禁。 」孝和孝殤帝紀「永元九（九七）年六月、蝗、旱。戊辰詔、…其山林饒利 陂池漁採、以贍元 勿收假税 」孝安帝紀「永初元（一〇七）年二月丙午 廣成游獵地及被灾郡國公田假與貧民。 」などの例がある。
（３） 『後漢書』 百官志五 「毎郡置太守一人、 二千石。…歳盡遣吏上計。




期に朝廷に取り立てられた。段遼叔の長子は名を旧といい、才能や行いが愚鈍だったが、 弟の髠はすでに郷党の中で名を知られていた。五世公は広漢郡に着任すると、補佐役の主簿に言った。 「わたしは段遼叔と同 で長らく厚情を結んでいたが、残念なことに早くに亡くなった。幸 に彼の出身地であるこの郡に赴任することになったので、今年はそのよしみで子息を推挙しようと思う。もし落ち度なく何年か勤められれば、だん んとゆかりの人を推挙し目刺しが頭を並べるように官途に就かせ、つつしん 友情に違わないよう したい。 」主簿の柳は「太守様 ご友人の葬送に哀悼を尽くし祭り敬意をお示しになり、途絶えそうな家を復興させ いうことですね。しかし実は兄 旧より弟の髠 ほうが優れております。ですから、 髠のほうに恩をお授け なるのが ろしいで ょう」 と答え 。五世公はすると厳しい声で「男がこうして太守となっ 、子どもや娘でも推挙したいと思ってい のに、優劣 ことなど構わない。兄を捨てて弟を用い など たら、ことさらに段家に面倒 起こすことになる。そんなことになればせっかく 巡り合わせがあだになってしまう」といい、結局兄の旧を推挙した。五世公 南陽郡 転任した。南陽郡出身の東萊太守 蔡伯起と同期だったので、 の子息を推挙しようとした 伯起は自分から、長子の瓚はまだしっかりしていないが、弟の琰のほうは幸い官吏 してやっていけるま に成長しているからと頼んだ。そこでこの年は弟 推挙 明年 兄瓚を推挙した。瓚は十四歳になってもまだ大勢の中に出 ことができず、いつも病気を口実に門下 書生を代理にやって交際させていたのであった。十八歳になって初め 能治劇の科に取り立てられ、江夏郡平春長に任命された。ところが「臣は 弱冠二十歳になったばかり 、一県を治める任 は堪えられません。どう 宿衛
の官にしていただくようお願いいたします」 と上書した。尚書は 「年齢をかさ上げして能治劇の科に選挙されておきながら、いざ劇県の長に任命されると年齢をさげて任を避けようとした」 弾劾 、瓚を免官するよう要請 た。詔書が下されて南陽郡武当県の左尉に左遷されたところ、たまたま車騎将軍 馮緄が武陵蛮夷の鎮圧に南征してきた。馮緄は蔡伯起と同時に公府に辟召された縁で、瓚を自分の部下の曲軍候にした。瓚はその後家に帰り無官で たが、軍功により汝南郡の新陽 なり 最後の官は下邳国 相 までなった。　
謹んで考究いたします。古は孝廉推挙の制度はなく、ただ諸侯が
天子に士を献上する貢士の制があるのみだっ 恩義により貢士するなどということは、経伝に根拠はない。 『春秋』では諸侯が朝見に参集し、 （諸侯が帯同した）大夫たちもそれに列席する幸いに預かった。 （そこで交際 生じた。 ） 『礼記』 （じつは『左伝』 ） 「大夫は死去して三月経てから葬り 国外の同位の大夫が皆弔問 訪れる」とある。 「友人の葬送に哀悼を尽くす」 いうのは、亡き友人の子弟を寵愛して抜擢すること 言うのではない。魯 大夫郈成叔は晋に使いする途中衛に立ち寄り、衛の大夫右宰穀 招かれて酒宴を開いてもてなしてもらったが、音楽が演奏されても右宰穀は楽しまなかった。酒宴がたけなわと る 、右宰穀 郈成叔 璧を贈った。 （郈成叔は晋から帰る途中、右宰穀が衛の内乱に巻き込まれて死んだこと 聞 た。 璧を自分 寄せた右宰穀 心情をくみ取って）郈成叔は彼の妻子を引き取り、 の家の隣に住まわせ、自分の禄を分けて養い、その子が成長する 璧を返し 。孔子は ことを聞くと、 「 （君亡きあと）代理で政事 担当し、 幼少の君をまかされ、国家の大事に臨んで節操 持ち続け こ のできる人物だ」と称えた。お互い 信頼し支える いう義 、この二人のこ のなか 具
（五）
應劭『風俗通義』過譽篇訳注稿（下）












































起同辟有薛孟嘗」とある。薛孟嘗は「 （安帝）建光中（一二一） 、公車特徴、至、拜侍中。 」注（７）参照。
 
（２） 『後漢書』肅宗孝章帝紀「元和元（八四）年二月甲戌、詔曰
…其令郡國募人無田欲徙它界就肥饒者、恣聽之。到在所、賜給公田、爲雇耕傭、賃種餉、貰與田器、勿收租五歳、除筭三年。其後欲還本郷者、勿禁。 」孝和孝殤帝紀「永元九（九七）年六月、蝗、旱。戊辰詔、…其山林饒利 陂池漁採、以贍元 勿收假税 」孝安帝紀「永初元（一〇七）年二月丙午 廣成游獵地及被灾郡國公田假與貧民。 」などの例がある。
（３） 『後漢書』 百官志五 「毎郡置太守一人、 二千石。…歳盡遣吏上計。



























大節而不可奪也。君子人與 君子人也。 」孔注「六尺之孤、幼少之君。 （百里之命、 ）攝君之政令。 」何晏注「大節、 安國家定社稷奪、不可傾奪。 」
（







以諫大夫從其後、 上書諫曰「…以苟容曲從爲賢、 以拱默尸祿爲智、謂如臣宣等爲愚。 」
（
27） 『春秋』隱公元年「三月、 公及邾婁儀父盟于眛。 」 『公羊傳』 「儀





29） 『詩經』小雅蓼莪「父兮生我、 母兮鞠我、 拊我畜我、 長我育我、
顧我復我、 出入腹我。 」鄭箋「育、 覆育 顧 旋視 復、 反覆也。腹、懷抱也。 」
（
30） 『論語』先進「子路使子羔爲費宰。子曰賊夫人之子。子路曰





















（４） 安作璋・熊鉄基 『秦漢官制史稿』 （斉魯書社、 二〇〇七年第二版）
は「郡属吏」二「門下親近属吏」の第一に「主簿」を挙げ、太守の左右にあって、 股肱近臣」とよばれることもあったと指摘している。功曹の職務が具体的に決まっていたの 対し、主簿の職務は固定しておらず、 「拾遺補闕 に当たっ という。
（５） 『易』剝「六五、貫魚、以宮人寵、无不利。 」孔傳「貫魚謂此
衆陰也。駢頭相次似貫魚也。 」
（６） 『論語』學而「曾子曰愼終追遠、 民德歸厚矣。 」孔曰「愼終者、
喪盡其哀。追遠者、祭盡其敬。君能行此二者、民化其德、皆歸於厚也。 」
（７）東來郡は青州に属する。蔡伯起父子は不詳。（８）呉樹平は「生交」を「主方」の誤りで、 「主方薬」のことで
はないかとする 王利器は「詣生」を「諸生」の誤りとし、 「交」を下句に続ける。今王利器に従い 「諸生」 とし、 「交」 の下で句切
（９） 「劇」は「劇縣」 、 統治するのが難しい県。安・熊前掲書は、 「察
挙」四「其他特科」に「能治劇」は官吏を察挙するときの一科とし、 「能治劇」 とされる者は一般に郡守・県令に任用されるという。
（
10） 『後漢書』 郡國志四によれば 「平春縣」 は荊州江夏郡に属する。








緄字鴻卿、 巴郡宕渠人也。 」孝廉に挙げられ 隴西太守、 遼東太守、京兆尹、司隷校尉、廷尉、太常などを歴任した後、武陵の蛮夷の叛乱を鎮圧するために車騎将軍を拝す 孝桓帝紀 「延熹三 （一六〇）年十二月、 武陵蠻寇江陵 車騎將軍馮緄討 皆降散。… （一六二）年冬十月、武陵蠻叛、 南郡太守李肅坐奔北弃市。辛丑、以太常馮緄爲車騎將軍、討之。…十一月、馮緄大破叛蠻於武陵。 」馮緄本伝には延熹三年のこと 見えない。
（
13）百官志一「將軍、不常置。本注曰、掌征伐背叛。比公者四、






























大節而不可奪也。君子人與 君子人也。 」孔注「六尺之孤、幼少之君。 （百里之命、 ）攝君之政令。 」何晏注「大節、 安國家定社稷奪、不可傾奪。 」
（







以諫大夫從其後、 上書諫曰「…以苟容曲從爲賢、 以拱默尸祿爲智、謂如臣宣等爲愚。 」
（
27） 『春秋』隱公元年「三月、 公及邾婁儀父盟于眛。 」 『公羊傳』 「儀





29） 『詩經』小雅蓼莪「父兮生我、 母兮鞠我、 拊我畜我、 長我育我、
顧我復我、 出入腹我。 」鄭箋「育、 覆育 顧 旋視 復、 反覆也。腹、懷抱也。 」
（
30） 『論語』先進「子路使子羔爲費宰。子曰賊夫人之子。子路曰










































































































食壺漿、會於樹陰。 」 「臨別眷眷、念在報効。 」何有同歳相 而可拱默者哉
）（（
（
。春秋因其可襃而襃之
）（（
（
、若乃世公二郡之舉、斯爲過矣。然世
